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量子測定は，正作用素値測度 (positive operator-valued mea-




Mj = I, Mj ≥ 0 (1)
ただし，I は恒等作用素である．純粋状態信号を ρj = |ψj⟩⟨ψj |
とすると，BWSRMの決定作用素は次のように定義される．







ただし，Wj は Belavkin weightと呼ばれる重みである．量子状
態 |ψi⟩と |µj⟩（これは測定量子状態と呼ばれる）の内積がグラ





図 1 2元純粋状態信号に対する BWSRM
Hilbert空間における正規直交基底として，通常の SRMを考
え，その座標系で BWSRMを表現する．受信信号を {|ψj⟩ | j =
1, 2, . . . , n}，測定量子状態を {|µj⟩ | j = 1, 2, . . . , n}とすると，
受信信号が 2 元純粋状態信号の場合 (n = 2) は図 1，3ASK コ
ヒーレント状態信号の場合 (n = 3) は図 2 のようになる．各図




















[1] J. Tyson, “Error rates of Belavkin weighted quantum mea-
surements and a converse to Holevo’s asymptotic optimal-
ity theorem,” Phys. Rev. A79, 032343, (2009).
[2] R. S. Kennedy, “A near-optimum receiver for the binary
coherent state quantum channel,” Quarterly Progress Re-
port No.108, Research Lab. of Electrons, M.I.T., pp.219-
225, (1973).
公表論文
1. 五十川, 中川, 王, 臼田, 令和 2年度電気・電子・情報関係学
会東海支部連合大会, J4-5, (2020).
2. 五十川, 中川, 王, 臼田, 第 18 回情報学ワークショップ,
S-2C-3, (2020).
3. 五十川, 中川, 王, 臼田, 電子情報通信学会情報理論研究会,
IT2020-42, pp.101-105, (2020).
